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男19．3m人（＋13〕
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今
月
の
納
税

市
民
税
第
一
期
分
と
保
険
税
第
三
期
分

の
納
期
限
は
六
月
三
十
日
ま
で
で
し
た

ま
だ
お
す
み
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

延
滞
金
や
督
促
料
が
つ
か
な
い
う
ち
に

ご
面
倒
で
し
ょ
う
が
、
市
金
庫
か
支
所

出
張
所
の
窓
口
に
直
接
お
払
い
こ
み
く
．

だ
さ
い
。
ま
た
今
月
ば
傑
険
税
第
四
期

の
納
期
で
す
。

、

㌔・

E
∴
潔
篭
、
縄
噸

　輩ジ・

｛辱聴

Oμ．．そ

で
一
．
㍉
擁
、
甕
煽
獅

、
と
じ
て
保
存
下
ぎ
炉

鐵
薫
蒙
塗
難

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
泳
ぎ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
さ
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
プ
ー
ル
や
海
水
浴
場

が
開
放
さ
れ
コ
泳
ぎ
の
シ
」
ズ
ン
」
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
痛
ま
し
い
水
の
犠
牲
者
が
で
る
の
も
こ
れ
か
ら ．

遷
蠣
耀
愛
嘱
閣
」
．
壌
ご
霞
三
三
項
、
擁

　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
な
ヒ
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
τ
　
　
　
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
こ
と
に
い
た
い
け
な
冷
感
や
小
学
生
た
ち
の
水
死
が
め
だ
っ
て
き
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
、
宮
崎
県
下
の
水
死
者
は
八
十
五
名
（
う
ち
五
名
四
同
署
管
内
）
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
，
れ
ら
の
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
つ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
ほ
か
、
人
工
呼
吸
や
、
発
見
が
早
く
救
助
さ
れ
た
も
の
を
含
み
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
そ
の
事
故
件
数
は
、
約
二
百
件
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
こ
と
し
は
、
次
の
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
「
水
の
事
故
」
を
な
く
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
お
互
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

ハ

．
■

（写真説萌）　これから本絡的な暑さが訪れますと泳ぎのシーズンになります。そして毎年のよ

　　　うに何名かの水の儀牲者がでます。　ことしはお互に注意し、一人の水の犠牲者もでない

　　楽しい夏にしたいものです。写真は人工呼吸の仕方を教える警察署員

危
除
な
と
こ
ろ
で
は
深
が
ぬ
よ
う

　
▽
危
険
な
と
こ
ろ
や
知
ら
な
い
場
所
で

　
　
は
泳
が
な
い
こ
と

　
▽
泳
ぎ
の
で
き
な
・
い
も
の
は
腰
以
上
深

　
　
い
と
こ
ろ
に
、
ま
た
泳
ぎ
は
で
き
る

　
　
が
自
信
が
な
い
と
言
う
よ
う
な
人
は

　
・
胸
以
上
深
い
と
こ
ろ
に
入
ら
ぬ
こ
と

　
▽
泳
ぎ
が
で
き
る
人
で
も
、
体
の
調
子

　
　
の
悪
る
い
と
き
や
、
お
な
か
の
す
い

　
　
て
い
る
と
き
、
つ
か
れ
て
い
る
と

　
　
き
、
食
事
の
す
ぐ
あ
と
、
は
げ
し
い

　
　
運
動
の
す
ぐ
あ
と
、
に
は
泳
が
な
い

　
　
よ
う
に
す
る
こ
と

　
▽
雨
後
の
川
や
増
水
し
た
川
で
は
、
け

　
　
つ
し
て
泳
が
な
い
こ
と

　
▽
自
分
の
力
を
信
じ
す
ぎ
て
無
理
な
泳

　
　
ぎ
や
一
人
は
な
れ
て
泳
が
な
い
こ
と

　
▽
休
け
い
な
し
で
長
い
時
閲
泳
が
な
い

　
　
こ
と

　
▽
幼
児
や
泳
ぎ
の
で
き
な
い
人
と
い
つ

　
　
し
ょ
の
と
き
は
、
自
分
勝
手
な
単
独

　
　
行
動
を
と
ら
ず
、
い
つ
も
注
意
し
て

　
　
お
く
こ
と

亀

」、
A

▽
お
ぼ
れ
か
か
っ
た
人
を
み
つ
け
て
も

　
自
分
一
人
で
救
助
し
に
く
い
よ
う
な

、
場
合
は
、
大
声
で
附
近
の
人
の
応
援

　
を
た
の
む
こ
と
　
　
　
　
　
，

▽
泳
ぎ
は
一
人
で
行
か
ず
、
必
ず
何
人

　
か
つ
れ
だ
っ
て
い
く
こ
と

▽
小
さ
な
子
供
は
、
近
く
の
人
に
急
報

．
し
な
い
で
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の
自
宅

　
ま
で
知
ら
せ
に
帰
る
場
合
が
多
い
の

　
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
言
い
聞
か
せ

　
て
お
く
こ
と

　
四
時
ま
で
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
市
金
庫
の
取
扱
時
間

い
ま
ま
で
市
金
庫
（
市
役
所
内
）
の
と

り
あ
つ
か
い
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

三
時
ま
で
で
し
た
が
、
午
後
三
時
か
ら

も
、
税
金
や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の

納
入
者
が
あ
り
ま
す
の
で
、
払
込
み
だ

け
に
限
り
一
時
間
の
時
間
延
長
を
行
な

い
、
四
時
ま
で
と
り
あ
つ
か
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

可
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こ
と
し
の
夏
は
油
断
で
き
ま
せ
ん

嚇
・
霊
境
難
捺
．
風
の
シ
、
ズ
。
が

　
　
　
　
福
岡
気
象
台
の
発
表
し
た
、
七
月
、
八

騨ゾ

@
　
　
月
、
九
月
の
長
期
天
気
予
報
に
よ
り
ま

　
　
　
　
す
と
、
台
風
は
三
ヵ
月
間
を
通
じ
て
、

ピ
　
ロ

醗
　
　
　
　
　
二
十
回
ぐ
ら
い
発
生
し
て
、
そ
の
う
ち

　
　
向

　
　
　
　
　
三
回
か
ら
四
回
接
近
し
、
ま
た
上
陸
す
．

　
　
　
　
　
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
予
報

　
　
　
　
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

三
口

　
　
　
　
昨
年
は
幸
い
に
し
て
、
台
風
銀
座
の
宮

　
　
　
　
崎
県
も
、
こ
の
上
陸
に
見
舞
わ
れ
ず
、

祀∵

@
　
　
被
害
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
が
、
　
「
災
害

認
　
』
瓢
は
、
わ
す
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

　
　
　
　
と
言
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
こ

臓
ゼ

　
　
　
　
　
と
し
の
夏
は
油
断
で
き
な
い
よ
う
で
す

　
2

　
　
　
　
　
内
台
風
】
台
風
は
進
行
方
向
に
む
か
つ

等
広
て
右
側
は
左
側
よ
り
つ
よ
く
、
と
く

螺
・

　
　
　
　
　
に
中
心
か
ら
五
〇
～
一
〇
〇
勧
ぐ
ら
い

　悌

@
　
の
と
こ
ろ
が
強
い
の
で
、
旧
向
市
で
、

写
．
」
’
　
　
は
山
側
を
通
る
台
風
が
強
い
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
向
灘
を
通
る
台

　
　
　
　
　
風
で
も
海
か
ら
上
陸
す
る
こ
と
が
あ
り

　
　
　
日

　
　
　
1
0
　
ま
す
の
で
、
い
つ
れ
の
場
合
で
も
ラ
ジ

　
N
月
オ
や
新
聞
な
ど
の
台
風
進
路
に
ご
注
意
、

　
　
、
7
．
く
だ
さ
い
。

　
翌
　
年
ま
た
台
風
の
中
心
が
通
る
と
き
は
、
風

　
　
　
　
　
向
き
は
か
わ
ら
ず
、
た
だ
風
が
強
く
な

白
鍵
蟹
黙
廉
麟
難
藤

　
郵
毎
　
　
．
つ
て
強
い
風
が
吹
き
か
え
し
ま
す
つ

被
害
は
、
風
速
が
十
五
μ
川
λ
秒
）
を
こ
－

え
る
ど
出
は
じ
め
ま
す
。
風
が
物
を
押

す
力
は
風
速
が
二
倍
、
三
倍
に
な
る
と

風
の
力
は
四
倍
、
九
倍
と
大
き
く
な
り

ま
す
。一

般
に
三
十
厨
ほ
ど
の
風
で
も
、
山
と

か
川
な
ど
の
地
形
の
関
係
で
、
局
部
的

に
四
十
M
飢
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

予
想
外
の
大
き
な
被
害
が
で
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
風
が
つ
よ
い
と
き
は

風
の
息
が
大
き
く
、
瞬
間
に
は
平
均
風

速
の
一
、
五
倍
ぐ
ら
い
の
突
風
が
吹
き

写

』
や

ま
す
。

　
向
山
潮
】
高
潮
は
台
風
の
中
心
気
圧
が

・
低
炉
ほ
ど
、
．
ま
た
進
行
速
度
が
早
い
ほ

ど
、
．
ま
た
満
潮
の
日
時
に
近
い
ほ
ど
警

戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
阿
台
風
が
来
た
と
き
の
心
構
え
】

①
家
の
補
修
や
補
強
（
雨
戸
、
窓
、
屋

　
根
、
へ
い
、
看
板
な
ど
）
を
し
て
お

　
き
ま
し
よ
う
。
ま
た
断
水
や
停
電
に

　
そ
な
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

②
浸
水
、
ま
た
は
避
難
を
予
想
さ
れ
る

　
と
こ
ろ
は
、
あ
ら
か
じ
め
貴
重
品
、

　
重
要
書
類
、
食
糧
、
飲
み
水
、
救
急
薬

　
な
ど
必
要
な
も
の
は
、
、
と
り
そ
ろ
え

　
て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
病
人
や
老
人
、
子
供
は
早
目
に

　
避
難
さ
せ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

『
噸
畷
耀
噸
纏
饗
鱗
犠
磁
翔
踊
細
図

　
ち
の
く
と
き
は
、
火
の
元
や
電
気
器

　
具
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
充
分
注
意
し

　
て
避
難
す
る
よ
う
に
。

④
非
常
持
出
品
は
、
持
ち
運
び
よ
い
よ

　
ヶ
に
、
ヒ
モ
や
ふ
ろ
し
き
で
ま
と
め

　
て
持
ち
出
し
順
序
を
書
い
て
お
き
ま

　
し
よ
う
。

⑥
避
難
す
る
と
き
は
、
瓦
や
板
な
ど
落

　
下
物
で
ケ
か
し
な
い
よ
う
に
、
ザ
ブ

　
ト
ン
や
毛
布
な
ど
で
身
を
包
み
避
難

　
し
ま
し
よ
う
。

　
　
日
赤
募
金

三
十
六
年
度
日
赤
社
費
、
賛
助
費
の
納

入
は
市
民
課
で
受
付
中
で
す
が
、
現
在

納
付
済
の
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
納
入
順
）

一、

Z
五
〇
円
）
、
由
孟
町
・
．
、
（
匹
㍉
六
三
◎
「

円
）
亀
崎
東
（
三
、
〇
五
〇
円
）
永
田
．

（
五
、
一
五
〇
円
）
別
府
南
・
（
｝
、
．
九

一
〇
円
）
東
草
場
（
五
、
一
五
〇
円
）

金
ケ
浜
，
（
五
、
六
八
五
円
）
美
砂
（
二

、
四
五
〇
円
）
駅
通
り
区
（
四
、
〇
一

〇
円
）
歯
並
北
（
三
、
〇
二
〇
円
）
西

草
場
（
五
、
五
〇
〇
．
円
）
梶
木
（
五
、

九
五
〇
円
）
上
町
一
区
（
九
、
七
〇
〇

円
）
美
々
津
上
町
一
（
二
、
四
〇
〇
円

）
笹
野
西
（
二
、
五
二
〇
円
）
笹
野
中

（
二
、
九
一
五
円
）
曙
（
四
、
〇
四
回

忌
）
庄
手
向
（
四
、
五
〇
〇
円
）
吉
野

川
（
五
、
九
八
六
円
）
秋
留
（
四
、
七

四
〇
円
）
下
原
町
二
〇
、
四
五
〇
円

）．

a
X
谷
（
五
、
七
二
〇
円
）
奥
野
（

七
、
〇
五
〇
円
）
高
見
橋
（
三
、
一
九

五
円
）
笹
野
東
（
二
、
四
一
〇
円
）
中

村
（
五
、
九
六
五
円
）
鶴
町
（
三
、
二

〇
〇
円
）
旭
通
り
区
（
四
、
〇
五
〇
円

）

ぜ
冨

L
、

．M

u

欝
・

ノ
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．
置

　
　
　
　
幽
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・
、
硬
．
δ
冥
．
冒
　
．
プ
．
∵
！

　
　
」
極

聴
手

鷺山；白白驚
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、
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る

カ
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弱
樹
る

と
増

被 害

つけの悪い看板がとぶ
向って歩かれない、看型

がわらがとび、半壊家
がはずれる、電柱、煙
家屋急増、
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馨

憂
曜
儀
繋
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．
饗

．
酬

　
　
　
速

釜
器
・
・

翻
最
一
衡
釦
頚
－

　
　
　
　
下

　
い
低
圧
一

翼
気
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|

繰
　
ほ
て

　
　
　
ス
級
級
二
級

　
し
く

倒
低
さ
ラ
A
A
B
C

翻
ク
超

4
4
申
暴
格
横
大
関

注
意
し
よ
う
「
農
薬
」
の
取
扱
い

毎
年
、
稲
の
害
虫
防
除
に
有
機
り
ん
製

剤
壌
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
）
を

使
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
薬

に
よ
っ
て
毎
年
多
く
の
死
亡
者
や
中
毒

者
が
で
て
い
ま
す
。
こ
の
薬
は
、
毒
物

お
よ
び
劇
物
取
締
法
で
次
の
こ
と
が
と

り
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
（
取
扱
い

に
つ
い
て
は
事
故
の
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
な
ど
は

市
や
農
協
、
防
除
班
な
ど
団
体
で
な
け

れ
ば
使
用
で
き
ず
、
個
人
で
の
保
管
や

使
用
は
絶
対
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
使
用
す
る
作
物
は
、
果
樹
、
稲
、

花
卉
だ
け
で
す
。

難く．i・1

をエ　ら
蜘＝：響気
罐．㌧

響♂’馳
欝
1
臨
・
，

匿

、
、
べ
轄
霞
鳶
、
，
パ
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
ミ
毎

愛
の
手
で
明
る
い
．
社
会
を

　
　
　
社
会
を
明
る
く
す
る
回
心
（
一
日
～
八
月
三
十
一
日
）

最
近
の
犯
罪
の
傾
向
と
し
て
、
青
少
年

の
犯
罪
は
増
加
と
兇
悪
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
一
方
、
暴
力
犯
罪
も
軽
視
で
き
な

い
現
状
に
あ
る
よ
う
で
す
。

咋
今
、
警
視
庁
が
ま
と
め
た
犯
罪
件
数

を
み
ま
す
と
、
十
八
秒
間
に
一
件
の
割

合
で
犯
罪
が
お
こ
っ
て
い
る
か
ん
じ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
多
く
犯
罪
が
お
こ
っ
て
は
や

り
き
れ
な
い
と
、
だ
れ
で
も
思
わ
れ
る

に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
犯

罪
を
お
か
し
た
人
を
放
っ
て
お
く
と
再

び
罪
を
く
り
か
え
し
、
悪
循
還
は
い
つ

ま
で
も
続
い
て
明
る
い
社
会
は
な
か
な

か
実
現
し
ま
せ
ん
。

犯
鋼
者
も
や
は
り
個
人
と
し
て
尊
重
さ

る
べ
き
国
民
の
一
人
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
再
び
ま
ち
が
っ
た
道

に
踏
み
こ
ま
な
い
よ
う
に
助
け
は
げ
ま

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
国

民
み
ん
・
な
が
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

そ
う
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
明
る
い
社
会

が
で
き
る
の
で
す
。

今
月
一
日
か
ら
来
月
の
三
十
一
日
ま
で

こ
う
し
た
犯
罪
を
な
く
し
、
明
る
い
社

会
を
作
る
た
め
の
運
動
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
が
全
国
一
せ
い
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

略
　
，

▼
本
剤
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
二
日
前
に
、
実
施
日
時
、
区
域
．

指
導
員
氏
名
を
記
入
し
た
、
防
除
実
施

届
を
保
健
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
実
施
後
は
危
険
標
示
の
赤
旗
を
立
て

防
除
側
か
ち
．
一
週
間
た
っ
た
ら
と
り
の

ぞ
い
て
下
さ
い
。

ま
た
、
使
用
後
の
残
液
、
空
ビ
ン
は
危

害
防
止
の
た
め
完
全
処
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
電
っ
て
い
ま
す
の
で

責
任
者
が
一
応
農
協
に
返
納
し
係
員
の

確
認
を
受
け
て
く
だ
ざ
い
。

写
真
は
共
同
防
除
を
す
る
人
た
ち
．
（
庄

手
地
区
）

蒙
も
．
臨
賭

ノ

わ
た
く
し
た
ち
も
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
犯
罪
防
止
～
犯
罪
者
の
更

生
指
導
や
、
青
少
年
の
完
全
育
成
に
つ

　
　
　
　
ね
の

と
め
ま
し
よ
う
。

さ
る
一
日
か
ら
「
す
わ

ぶ
て
大
蛤
」
の
禁
漁
期

間
に
は
い
り
ま
し
た
。

こ
の
は
ま
ぐ
り
は
、
日

向
特
産
「
は
ま
ぐ
り
碁

石
」
の
原
料
で
、
全
国

で
た
だ
一
ヵ
所
、
市
内

の
お
倉
ヶ
浜
に
だ
け
し

か
と
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
み
な
さ
ん
も
よ

く
ご
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す

一
最
近
は
、
こ
の
は
ま
ぐ

　
り
が
乱
獲
さ
れ
年
々

　
少
な
く
な
っ
て
」
い

　
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
死

　
貝
ば
か
り
に
な
り
、

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
せ

　
つ
か
く
の
特
産
品

　
≒
は
ま
ぐ
り
碁
石
」
も

　
姿
を
消
し
て
し
ま
う

　
の
で
は
な
い
か
と
心

　
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ズ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
そ
こ
で
、
県
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
ご
t
！

　
．
．
、
ζ
の
ば
ま
ぐ
わ
を
守

　
る
た
め
に
、
い
ろ
い
．

．
ろ
き
ま
ザ
を
づ
く
り

　
ま
し
た
。

「．

ﾄ
の
き
ま
軌
に
よ
り
，

　
ま
す
と
ふ
．
今
月
の
一
・

　
日
か
ら
九
月
三
口
日

露ごむ
褻…・

凱
レ敦、’　、

憂5

襲
齢
蔭㌶『

コ　ヨ　

臨：・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁

　　　　・全校生徒そろって勉強、’　　．塗ぐ蠣
　　　　　　　日向中第四期工事完成　　　　　　　　　　ジ櫓

日向中学校の第4期工事は、工費＆沿万円（木造モル’タル

ニ階建八教室＝766平方メートル、鉄筋廊下『＝122平方メー

トル）で、さる1月から工事にとりかかっていましたが、
このほどできあがり、さる15日に竣工検査が行なわれまし

た。このため、いままで富島中学校にあづけていました二年

生癖人も収容できるようになり、19日から全校生徒がそろべ・瀞
って完全授菜に入りました。　　’
なお～第5期工事では、鉄筋建て六教室（651平方メートル）　な凛

の校舎が建設されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀

．
　
♂

乱
∵
．
難
、

←

馨
》
，
、
．
藷
“

」
巳

轟
肯

．
、
緯
難

一
露

甦・・．

暴；．（3）

．御■■■■■

’
．
　
『

幕
臣
ま
壌
耀
憧
こ
ん

　
　
　
　
　
「
．
懐
　
一
．
　
％

　　　来年1月（予定）には自動式に

1向電報電話局では、電話の需用増大にこたえるために、昨年

・11月から2ケ年計画で、電話の自動化切換工事をすすめてい

すが、その前提として、いま局舎の大増築工事を行なってい

す。すでに局舎も約5割が完成、これに並行してケーブル架

工事も順調にすすめられています。’
動式になるのは来年1月中旬頃の予庫ですが、自動式になり

，すと㍗電話料もこれまでと違って市内通話でもかけた回数に

：じた回数制（1回7円）になります。

た、いままで市外通話になっていました岩脇地区も、自動化

同時に市内通話になります。

のほか、門川、1 чｪ、美々津、宮崎は即時通話となり、非常

1便利になります　　　　　．（写真は局舎の増築工事）

、
6
忍
，

ρ

、
∀

●

9●

ま
で
は
、
は
ま
ぐ
り
を
と
る
こ
と
が
禁
．

止
さ
れ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
禁
漁
期
間
以
外
の
と
き
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
ぐ
り
の
長
さ
が
十
ニ
セ
ン
チ
以
下

の
も
の
は
、
と
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

窓
ロ
を
拡
張
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
i
市
民
課
－

市
民
課
の
窓
口
が
、
庁
舎
構
造
の
関
係

上
せ
ま
い
た
め
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
．
こ
ん
ど

こ
れ
を
増
設
し
、
、
・
多
少
と
も
便
利
に
な

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

課
の
事
務
室
の
広
さ
も
、
；
十
五
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

セ
ジ
ト
ほ
ど
広
ぐ
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
戸
籍
謄
抄
本
、
届
出
、
・
印
艦
登

9
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
∵

録
と
証
明
、
転
入
転
出
届
と
配
給
事
務

住
民
登
録
、
国
民
年
金
、
一
般
厚
生
関

係
の
各
係
の
窓
口
事
務
が
と
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
予

算
関
係
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
一
応
の
，

改
造
を
し
た
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
つ
・

と
め
て
お
り
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の
下
層

が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
日
か
ら
七
日
ま
で
「
住
民

登
録
届
出
励
行
週
間
」
で
し
た
。
　
」
　
・
∵

他
市
か
ら
日
向
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
．
・
タ

転
入
届
を
し
て
な
い
方
や
、
．
住
民
登
緑
・

を
さ
れ
て
な
い
方
は
早
月
に
市
民
課
に

届
出
て
く
だ
さ
い
。

亀

’

、
　
r
．



　　欝、峯

．
藁
∴
，
　
3
『
．
嘱
．

　
幣
　
　
　
　
　
「

、
、
　
、

慰
霊
塔
寄
附
金
に

慰
霊
塔
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
各
区
で

区
長
さ
ん
班
長
さ
ん
を
中
心
に
、
い
ろ

い
ろ
ご
協
議
の
上
、
お
骨
折
り
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
都
合

　
　
　
　
　
　
な
る
べ
く
早
く
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
八
日
末
の
目
標
期
限
に

は
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
月
割
り
で
集
め
て
お
ら
れ
る
区

は
、
六
月
分
、
七
月
分
と
分
割
納
入
で

結
構
で
す
か
ら
、
そ
の
月
分
を
区
長
さ

ん
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

最
終
的
に
納
入
が
す
み
ま
し
た
ら
、
寄

附
旧
名
樽
用
紙
に
記
入
し
て
揚
出
し
て

「
、
♂
一
　
．
ご

¢

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

●

．
？
．
∴
　
る
曝
詠
『
㌃
－
、
∵
・
－

　
　
、
、
　
．
・

回
報

’

く
だ
さ
い
。
　
（
こ
の
用
紙
は
事
務
局
に

あ
り
ま
す
）
こ
の
寄
附
者
各
説
は
、
塔

の
内
部
に
永
久
保
存
す
る
た
め
の
も
の
、

で
す
。

建
設
用
地
の
整
地
作
業
は
、
現
在
ブ
ル

ト
ー
ザ
ー
で
行
な
っ
て
お
り
、
丘
の
上

に
広
場
を
つ
く
⑤
作
業
を
続
η
て
い
ま

す
。
ズ
雨
が
多
く
、
若
干
お
く
れ
て
い
絃
，

す
が
コ
着
々
作
業
は
す
す
ん
で
い
ま
・
す
、

　
　
登
塔
奨
金
納
入
．
◎
y
猿
∴

花
ケ
丘
区
1
1
一
万
七
十
六
円
、
（
区
長
1
1
、

田
古
春
吉
）
目
標
完
納

笹
野
東
区
1
一
第
一
回
分
三
千
三
十
円

（
区
長
“
後
藤
辰
雄
）

、
ノ
．

讐
謹

厚
．
．

、
「
．
γ
「

，
，

、
寝
嘱
ボ
／
．
「
惑
亀
、
．
．

　
　
腸
羨
プ
ス
・
パ
ラ
チ
ブ
ス

“
．
γ
＼
　
、
予
防
接
種

　
毎
年
徹
三
っ
て
い
ま
す
定
期
の
腸
チ
ブ

　
ス
、
パ
ラ
チ
ブ
ス
の
予
防
接
種
を
次
の

　
旧
ど
う
で
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
三

　
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
方
で
す
。

斗
料
金
は
一
回
、
一
般
十
円
、
生
徒
五
円

　
で
ず
。
な
お
、
こ
と
し
は
じ
め
て
接
種

　
を
受
け
ら
れ
る
葺
ぽ
三
回
受
け
ま
せ
ん

　
と
効
果
が
あ
り
ま
ぜ
ん
が
、
昨
年
受
け

　
　
　
　
　
は
一
回
で
結
構
で
す
。

鰐
　
　
　
　
　
こ
も
一
時
か
ら
三
時
ま
で
。

5
二
賢
ご
三
回
目
の
予
防
接
種
は
一
回

　
目
を
行
な
っ
て
か
ら
一
週
間
後
に
そ
れ
●

　一

ｻ
れ
行
な
い
ま
す
。

　
1
0
日
1
1
市
役
所
講
堂
　
1
1
日
n
日
知
屋

　
小
学
校
　
1
2
日
1
1
財
光
寺
小
学
校
　
三

　
股
病
院
、
岩
脇
支
所
、
1
5
日
n
細
島
小

　
学
校
、
画
面
公
民
館
、
1
4
日
1
1
塩
見
小

　
学
校

㌔

～

　
，
　
1
　
　
　
伽

、

鳳

　
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
■

昭
和
三
十
六
年
度
第
二
回
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
融
資
受
付
け
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

期
間
は
今
月
十
八
日
ま
で
で
す
。
貸
付

対
象
は
木
造
住
宅
、
防
火
構
造
住
宅
、

簡
易
耐
火
構
造
住
宅
、
耐
火
住
宅
の
欝

設
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
土
地
買
入

資
金
で
す
、
償
還
期
間
は
木
造
十
八
年

簡
易
耐
火
二
十
五
年
、
耐
火
三
十
五
年

で
す
。

利
率
は
年
五
分
五
厘
。

貸
金
限
度
は
標
準
建
設
費
お
よ
び
土
地

標
準
価
格
の
七
割
五
分
、
申
込
先
は
宮

崎
相
銀
富
島
支
店
。

f
　　　　　　若山牧水歌碑できる
「ふるさとのお秀が墓に草枯れむ海に向える彼の丘の上に」

と、若き日の恋人をよんだ牧水の歌碑（北方村、松田仙峡氏

建設）が、このほど細島御運が浦の小高い丘の上にできあが

り、一さる二日に除幕式が行なわれました。

この歌碑は、高さ1．4〃2、横1．2翅の水成岩でできており、県

下で歌碑が建設されたのは五番目です。

御子が浦は、景勝地として多くの人々に知られていますが、

この歌碑建設で、よりいっそう多くの人々に知られるように
なりま．した。

、
．

’

．
旧
γ
レ
く
ド
．
「
、
．
け
摂
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
’
〆
4
．
．
　
　
「
　
　
一
．

『
歪
睡
臥
に
雛
卵
灘
醒
ご
一
雑
嚢
罫 　

　
し
尿
塵
挨
の
処
理
口
程

市
衛
生
謀
と
業
者
と
の
契
約
で
、
今
月

か
ち
、
し
通
う
塵
埃
の
処
理
も
期
日
を

き
め
て
言
う
こ
ど
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
必
ず
き
め
ら
れ
た
期
日
内
に
処
理

さ
れ
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

▽
1
0
日
」
西
草
場
、
花
ケ
丘
、
広
見
、

高
見
橋
　
▽
1
1
日
1
1
旭
通
、
上
原
町
、

下
原
町
　
▽
1
2
日
目
堀
一
方
、
曾
根
、

畑
浦
、
亀
崎
北
、
鶴
町
　
▽
1
3
・
1
4
日

¶
江
良
　
▽
1
5
日
“
山
下
、
比
良
、
往

還
、
松
原
、
切
島
山
　
▽
1
6
日
u
清
正

吉
の
川
　
▽
1
7
日
地
蔵
、
八
坂
、
庄
手

向
▽
1
8
日
n
八
幡
▽
1
9
日
1
1
美
々

津
上
町
一
、
二
区
　
▽
⑳
日
H
美
々
津
．

申
町
、
下
町
　
▽
2
1
日
1
1
新
町
、
石
田

旧
藩
日
n
歯
並
潭
黒
丸
．
．

無
〆
黙
疑
獄
齢
貿

翁く〉《

　　　　　豆力士大よろこび
こんど平岩小学校のグランドに、りっぱな相撲土俵ができ

あがりました。

この土俵は、同校のPTA体育役員や溝口正克さんら一般

の方々の労働奉仕と、寄附金約2万円でっくられたもので

豆力士たちは、このりっぱな土俵に大よろこび。そして、

さっそく15日の土俵開きには、横細顔まけの、みごとな
相撲ぶりをみせ、観覧にきた一般の方々をよろこばせてい

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，
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